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地域教育情報誌 第８１号                平成２３年（２０１１年）７月 １日（金） 

◎回覧・配付をお願いします。増し刷り配付はご自由にどうぞ。山梨県庁のホームページでも掲載中です。 

http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyoikuhttp://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyoikuhttp://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyoikuhttp://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyoiku----hym/index.htmlhym/index.htmlhym/index.htmlhym/index.html    

◎ご意見・ご感想、情報提供はこちらまで。  EEEE----mail : mail : mail : mail : hihihihirayamarayamarayamarayama----atxj@pref.yamanashi.lg.jpatxj@pref.yamanashi.lg.jpatxj@pref.yamanashi.lg.jpatxj@pref.yamanashi.lg.jp    

                                                                    「「「「    春春春春のののの訪訪訪訪れれれれ、、、、感感感感じるままにじるままにじるままにじるままに    」」」」    

                                                                                                                                                                    峡東教育事務所峡東教育事務所峡東教育事務所峡東教育事務所副副副副所長所長所長所長        楡井楡井楡井楡井    俊彦俊彦俊彦俊彦

がんばろう 日本！ 

この度の、大震災により被災された皆様には心よりお

見舞いを申し上げます。 

体験したことのない大地震・津波被害を、報道で

知らされる被災地の様子から自然災害の、恐ろしさ

を思い知らされます。一日も早い復興を心よりお祈

り申し上げます。 

 

私私私私のののの地元地元地元地元    慈慈慈慈雲寺雲寺雲寺雲寺    シダレザクラシダレザクラシダレザクラシダレザクラをををを見見見見にににに・・・・・・・・・・・・    

4 月の第２日曜日、慈雲寺のシダレザクラを見に行き

ました。推定樹齢 300 年超のイトザクラがあり、昭和 46

年 4 月に現在甲州市の天然記念物に、平成 17 年 12

月には、山梨県の天然記念物に指定されました。            

幹は、約 3 メートル、樹高 15 メートル、枝張りは東西 20

メートル、南北 18 メートルの巨大なものです。 

 

  

4/10（日） 

                         楡井撮影 

元禄 4 年の再建時に植えられたものと伝わるころから、

齢はお樹よそ 320 年と推定されています。 

 

                         

                         

資料：フリー百科事典『ウィキペディア』参照 

    

 … 教育現場で環境保全活動 …  

平成 19 年度より山梨市の中学校で、生徒会活動の

一環である節電・節水運動の取組が継続されている。

Kids’ ISO FOR  SCHOOL（Kids ISO 14000 プログ

ラムの手法を用いて学校単位で活動するもの）の認定を

視野に入れ，「学校全体の電気使用量 10％削減」を目

標値とし，PDCA サイクルの取組で目標値が達成でき，

継続的な取組が認められ，「平成 19 年度地球温暖化防

止活動環境大臣表彰（環境教育・普及啓発部門）」受賞，

全国初認定。上記取組の概要について山梨市生涯学

習フェスティバルにて実践発表をしている。 

この取組を受け、甲州市の中学校でも生徒会活動の

一環で節電活動に取り組んでいる。「学校全体の電気

使用量 10％削減」を目標値とし PDCA サイクルの取組

により 28％の削減に成功し目標値が達成できた。平成

21 年度 PDCA サイクルに沿った取組が認められ、

「Kids' ISO FOR SCHOOL」の国際認定へと至った。

全国で 3 番目、県内では山梨市に次ぐ 2 番目の認定

である。「無理をせず，できることから始めよう」をスロー

ガンに節電・節水活動が日常的な活動として、継続して

取り組まれている。 

峡東地区の小中学校では、すでに節電やエコ活動を

実践しているところが多い。 

政府は、節電対策の具体的な啓蒙キャンペーンを展

開し、節電を国民運動として盛り上げていきたい考えを

平成 23 年 5 月に発表した。 

 山梨県では、家庭向け節電対策メ

ニューを、6 月上旬に環境フォーラム

などで県民にチラシを配布する。ま

た、「やまなしエコティーチャー」を、

小中学校や自治会に派遣し、家庭

で出来る節電対策について支援す

る予定。 

峡 東 教 育 事 務 所 

地域教育支援スタッフ  

TEL 0553-20-2731 

FAX 0553-20-2733 

本堂を覆うように咲き誇る姿で知られ、エドヒガンの変

種であるイトザクラは大きく枝が枝垂れることからシダレ

ザクラの名で呼ばれることも多く、慈雲寺のイトザクラは

花色が非常に濃く、また枝ぶりも大きく、枝垂れた枝の

先端は地面にまで達している。周辺の桃畑の桃の花の

開花とほぼ時期が重なり、震災自粛ムードのなか、県内

外から大勢の見学者で賑わっていました。                    

資料：フリー百科事典『ウィキペディア』参照 
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郡郡郡郡市総合体育大会市総合体育大会市総合体育大会市総合体育大会    

６月８・１０・１１日に笛吹・東山梨地区において、中学

校総合体育大会が開催されました。 

この大会は、県大会・関東大会・全国大会へとつながる大

会であり、３年生にとっては、３年間の集大成となる大会で

す。 

この日のために各校とも、練習に励んできました。壮行会で掲げた決意をそれぞれの胸に、また、全校の応

援に応えるために、一生懸命プレーする姿、選手を応援する姿が会場にありました。 

中学時代、部活動に明け暮れた思い出は、試合の勝ち負けに関係なく一生の宝物になるはずです。そして、

共に過ごした仲間との絆は何にも代え難いものだと思いました。 

 ＮＰＯ法人Ｈａｐｐｙ Ｓｐａｃｅゆうゆうゆう による「中学生パパ・ママ

体験講座」が６月１３日～１６日の４日間、浅川中２年生を対象に開かれました。

２年生４クラスが、家庭科の授業で、パパ・ママ体験をしました。 

「最近の若い親たちは少子化や核家族化のため、赤ちゃんや幼児を抱っこしたり

関わったりする経験がないまま、親になる人が増え、自分が親になったときに困

ったり戸惑ったりすることが多いです。中学生のころから、母親や父親になるた

めの準備をしておくことが、より良い子育てにとって大切なことです。」とゆうゆ

うゆう代表の星合深妃さんは、生徒に話しました。 

 

 １時間目は、助産師の榊原先生から、妊娠から赤ちゃんの誕生までを話していただき、約１０㎏の妊婦体験

ジャケットを着用し、歩いたり下に落ちているものを拾ったりして妊婦の大変さを体験しました。また、人形

を使って月齢に応じた抱っこの方法や子どもとの接し方を学習しました。 

２時間目は、生後２ヶ月から３歳くらいの子どもと母親の地域親子ボランティア「抱っこｓａｓｅ隊」が中

学生のグループに入り、実際に抱っこ体

験・おもちゃ遊びをしました。首のすわっ

ていない赤ちゃんを抱っこするのは緊張し

たものの、小さい子どもたちとの触れ合い

の中で「かわいい」「妊婦さん大変だ」とい

う感想をもった生徒たちでした。 

助産師の榊原さんによる説明 



 3 

★乳児はしっかり肌を離すな 

 胎児期には、文字通り母子はヘソの緒で繋がり、羊

の中で守られている。それが、出生によって赤ちゃん

は外界にさらされ、不安になる。その心の安定を保つ

ためにも、しっかりと肌と肌をふれあわせることが大

切だ。 

★幼児は肌を離せ 手を離すな 

幼児は乳離れをするが、一気に離すのではなく、常

に親がそばにいることで、「心配しなくても良いよ」

という安心感を与えることが大切だ。 

★少年は手を離せ 目を離すな 

 少年は、友達との付き合いによって、社会性が育つ

時なので、ここでは、しっかり手を離して、活動範囲

を広げてやらないといけない。 

★青年は手を離せ 心を離すな 

 青年期にまでなると、完全に自立していくために、

自分なりの生き甲斐、進路を歩んで行くときである

が、気持ちの上では心を離してはいけないということ

である。   

「親学」参加報告 

6 月 5 日（日）、山梨青年会議所主催の講演会が

あり、「親なら知りたい！子育ての秘訣！！―親とし

て学ぶべきことはー」という題で、明星大学の高橋

史朗教授から、お話がありました。 

高橋先生は、「江戸時代の日本では、寺子屋などで、

家庭と地域が一体となり、江戸しぐさや家庭心得な

どを教えてきたが、諸外国と比べても日本の子供た

ちが孤立・孤独化してしまっている。「しっかり抱い

て、下に降ろして、歩かせろ」という日本人が語り

継いできた子育てなどは、子どもの発達段階に応じ

た親の関わり方そのものです。 

今こそ親学が必要であり、親が変われば子どもが

変わると熱く語られました。 

青年会議所のメンバーは、親であり、子育て中の

世代。親として自ら学び、将来を担う子どもたちを

親・地域の一員として育て、応援していきたいとい

う趣旨のもと、「親学実行委員会」を事業の一つにし

て活動をしていくそうです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（春日居小学校・かすがい東保育所・かすがい西保育所） 

 連携活動が重視される背景には、「小一プロブレム」「中一ギャップ」

という課題を、どのようにして解決していくことが出来るかというと

ころから始まっています。新しい環境にすぐに順応できる子どももい

れば、なかなか生活習慣に馴染めない子どももいます。 

 7 月 16 日、春日居小学校で保小の連携活動がありました。今回は、

年長児の担任だった先生方が 1 年生の授業を参観しました。 

卒園して３ヶ月。かっこよく成長した姿を見せようと、どの子ども

もがんばっていました。保育所の先生方は「えんぴつの持ち手を左か

ら右に変えたんだね。がんばったね。」と声をかけたり、子どものがん

ばりを認めたりと、３ヶ月間にできることが増えたことをとても喜ん

でいました。 

 参観の後は、授業の感想や小学校までにどんなことを身につけさせ

たらよいかなど、意見交換がおこなわれました。 

 今後は、夏休み中に小学校の職員による保育所参観、１年生と年長

児との交流会なども計画しているとのことでした。              

子育て四訓 

乳児はしっかり肌をはなすな 

幼児は肌を離せ 手を離すな 

少年は手を離せ 目を離すな 

青年は目を離せ 心を離すな 

平成１３年元旦 日本時事評論より  

保幼小連携 
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今年度も塩山高校では，運動部・文化部ともに

県大会で上位の成績を残し，関東大会や全国大会

に出場します。また、塩山ガイドマップ(春夏秋

冬)も制作中です。 

塩高の頑張りを紹介します。 

県総合体育大会 準優勝 関東大会出場 

山梨県商業実務競技会 優勝  

全国大会出場 

山梨県商業実務競技会 第 2 位  

全国大会出場 
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